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はじめに
サワトラノオLysimachia leucantha Miq. はサ

クラソウ科オカトラノオ属の多年生草本である。本
種は本州・四国・九州に分布し（Iwatsuki et al. 
1993），主要な植物図鑑ではいずれも稀な湿生植物
とされている（北村他　1957，牧野　1989，佐竹
他　1981）。またサワトラノオは環境省のレッドリ
ストで絶滅危惧ⅠＢ類の種に選定され，12の地方
版レッドリスト（栃木，埼玉，千葉，東京，静岡，
三重，広島，福岡，佐賀，熊本，宮崎，鹿児島）に
も掲載されている（野生生物調査会　2013，栃木
県　2013）。本種は韓国の済州，全南，慶南の水
辺湿地にも分布し（鄭1956），EN（Endangered 
species） に 選 定 さ れ て い る（Korea National 
Arboretum 2008）。
以上のように，サワトラノオが稀少であることを
示す資料は多いが，本種の生態や生育地に関する
情報は極めて少ない。佐竹他（1981）は本種の記
載で「横にはう地下茎から地上茎が直立」すると
しているが，Iwatsuki et al.（1993）は「without 
rhizomes」とし，文献により情報が異なっている。
繁殖に関しては，千葉県レッドデータブック改訂委
員会（2009）に「虫媒で水散布」との記述がある。
湿地に生育するオカトラノオ属のヌマトラノオとヤ
ナギトラノオの訪花昆虫の報告（Kato and Miura 
1996，田中　1997）はあるが，サワトラノオの訪
花昆虫の研究事例はみられない。
静岡県東部にある浮島ヶ原ではサワトラノオが生
育する湿原植生（藤原他　1995）や本種の種子を含
む埋土種子集団（安島・津田　2000）の研究結果の

報告があり，当地はサワトラノオに関する生態学的
な情報を得られる数少ない場所である。著者らは藤
原他（1995），安島・津田（2000）の調査地で現在
は「浮島ヶ原自然公園」として富士市が管理してい
る湿地において，サワトラノオの生育状況や生育地
の植生を2013年2月より調査している。本稿では稀
少種でありながら情報が限られている本種の基礎資
料とすることを目的に，サワトラノオの生育の季節
変化と開花期に確認した訪花昆虫について報告する。

調査地
静岡県富士市東部から沼津市西部に至る東西15 

km，南北2 km，標高1～8 mの低湿地は浮島ヶ原
と呼ばれている（土　1985）。明治20（1887）年
測量の国土地理院の地形図は，現在の浮島ヶ原自然
公園（富士市中里）を含む地域一帯に広大な浮嶋沼
や湿地があったことを示している。干拓事業や放水
路の建設で沼や湿地は消失し，かつての浮島ヶ原に
現在は圃場整備田が広がり，道路，住宅地，工場用
地，商業施設に転用された水田も少なくない。国土
地理院撮影の空中写真によれば，浮島ヶ原自然公
園全域も1952年は水田であるが，1961年には植物
が繁茂する放棄水田が認められる（国土地理院　
2014）。その後も耕作放棄が続き，1977年撮影の
写真では全域に植物が繁茂して耕作田はみられなく
なっている。
浮島ヶ原自然公園は湿生生物や景観の保全と観察

を目的に，2002年から2010年にかけて整備が行わ
れ，観察用の木道やデッキが湿地内に設置された
（Fig. 1）。公園は東西約250 m，南北約160 m，面
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Fig. 1. Location of Ukishimagahara Nature Park. The broken line shows the area of the park. The white dot 
indicates the location of study plots. The white lines in the park are wooden paths. The aerial photograph 
was taken by Geographical Survey Institute on 25 April 2010. 

積4.2 haで，管理棟と駐車場のある北東部以外は
湿生草原，ヤナギ林，水路などのある湿地となって
いる。湿地では植生管理のために，11～1月に草刈
りが実施されている。サワトラノオは公園の南部か
ら東部にかけてのヨシやスゲ類が繁茂する草原に分
布している。

調査方法
サワトラノオ

2013年2月から3月にかけて，公園全域でサワト
ラノオのロゼットを確認し，分布範囲を把握した。
3月22日に公園南西部の群生地内に1×1 mの隣接
する9調査区を設定し（Fig. 1），9月まで毎月下旬
に各調査区内のサワトラノオの開花・結実などの
生育の状態，ロゼット（3月）と地上茎（4月以降）
の数，調査区内で最も草高の高い個体の高さを記
録し，植生調査を実施した。なお，佐竹他（1981）
はサワトラノオに地下茎があるとし，Iwatsuki et 

al.（1993）は根茎が無いとしているため，2013年2，
4，11月，2014年1，5，6，8月に，それぞれ調査
区外の群生地1か所ずつで掘り取りを行い，地下部
の状態を観察した。

訪花昆虫
サワトラノオの訪花昆虫の定性的な調査を，直海

（2000）を参考にして開花期間中のピーク時で晴天
であった2013年4月26日の9：30～ 14:00と5月
10日の9：30～12：00に行った。早朝は気温が低
いため訪花昆虫（特に有翅の種）は少ないと予想し，
気温が上昇し日光が十分当たる9:30に調査を開始
した。なお時間帯による個花の開閉はなかった。
公園内の木道を歩きながら，木道沿いの開花個体

の訪花昆虫を目視で確認するとともに，目視で同定
が困難な昆虫は捕虫網と吸虫管で採集した。また多
数のアリが訪花していたため，4月26日の9:30～
14:00に，木道近くに開花し多くのアリが訪れてい
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た2本の地上茎を選び，それぞれの1総状花序に訪
花するアリを撮影した。アリ類も早朝は訪花個体数
が少ないと予想され，また早朝に活動が限定される
種も想定されないことから，9：30より調査を開始
した。観察者は木道上に待機し，アリの訪花を確認
する都度に，木道上からデジタルカメラ（キヤノン
EOS 5D Mark II）で撮影した。撮影後に画像を
パソコンに取り込んで拡大し，花粉の付着の状態を
確認した。
なお訪花昆虫の調査は両日ともに２名で実施し
た。4月26日は目視観察とアリの観察をそれぞれ１
名が，また5月10日は２名で訪花昆虫の目視観察
を行った。

結果と考察
サワトラノオの生育の季節変化
サワトラノオの2月から7月の生育状況をFig. 2

に，またロゼット（3月）と地上茎（4～9月）の
数をFig. 3に示した。Fig. 2の撮影個体は，それぞ
れの調査時に調査地内の代表的なものを選んでい
る。2～3月はロゼットであるが，4月に1ロゼット
から1本の地上茎が急速に伸び，4月下旬から5月
上旬に満開状態になった。5月下旬には花序の上端
のみが開花状態で，6月には果実のみとなった。7
月には地上茎が枯れた状態となった。3月には1 m2

あたり165～ 247，9調査区（9 m2）で計1770の
ロゼットを確認したが， 4月の地上茎は9調査区で
計1163，5月は1060となった（Fig. 3）。これは地
上茎を伸長させないロゼットや伸長が遅い地上茎が
枯れたためと考えられる。7月以降は地上茎が枯れ，
確認できた地上茎の数は7月に9 m2あたり122本
で，その後はさらに減少した。

2014年の地下部の観察結果をFig. 4に示した。
1月に群生するロゼット（Fig. 4A）を掘り取った
ところ，各ロゼットは独立した個体であり（Fig. 
4B），「横にはう地下茎」（佐竹他1981）からロゼッ
トが出ている状態ではなかった。5月・６月には地
上茎の基部に新しい個体を確認した（Fig. 4C）。地
表が他の植物やリターにおおわれていることもあ
り，これらの新個体は掘り取るまでは確認できな
かった。8月には新ロゼット葉が地表で確認され，
また春に開花・結実した地上茎とその地下部は枯
死していた（Fig. 4D）。地下部の観察結果は，佐
竹他（1981）の「横にはう地下茎から地上茎が直
立」とは異なり，Iwatsuki et al.（1993）の記載
の「Perennial herbs without rhizomes」と一致
した。
以上の結果から本調査地におけるサワトラノオの
年間を通じての生育状況をまとめると，本種はロ

ゼットで越冬し，春に地上茎を伸ばして4～5月に
開花，6月に結実，7月より枯れ始める。開花・結
実期に地上茎の基部に新個体が生じ，夏には地表に
新ロゼットが現われ始める。また実生由来のロゼッ
トも発生すると考えられる。秋にはロゼットの数が
増え，草刈り後の日当たりの良い生育地で越冬す
る。
サワトラノオの草高は5月が最高で，48～ 64 

cm，平均が56 cmであった。5月にはヨシ，オギ
などの大型の植物は草高がまだ1 m程度でサワト
ラノオは被陰されないが，花期を過ぎた6月以降は
これらの大型の植物が伸びて約2 mに達しサワト
ラノオを覆う状態となった。

2013年のサワトラノオの花期は4～5月であっ
た。佐竹他（1981），Iwatsuki et al.（1993）も
本種の花期を4～5月としているが，鄭（1956）は
6月，牧野（1989）は夏を花期としている。杉本
（1984）は本種が浮島ヶ原に分布し，花は6～7月
としている。文献により花期が異なるのは，花期の
年変動か地域差のためと考えられる。著者らは今後
もサワトラノオの調査を継続し，年変動の有無を確
認する予定である。地域差の確認には，他の生育地
からの情報が必要であるため，文献調査を継続して
いる。

訪花昆虫
訪花を確認した昆虫はアザミウマ類（アザミウ

マ目 sp.），カメムシ類（カメムシ目カスミカメム
シ科 sp.），アブ類（ハエ目ハナアブ科 ナミハナア
ブEristalis tenax （Linnaeus），シマアシブトハナ
アブMesembrius flavipes （Matsumura），ミナミ
ヒメヒラタアブSphaerophoria indiana Bigot），
チョウ類（チョウ目シジミチョウ科　ベニシジミ
Lycaena phlaeas （Linnaeus）），ハチ類（ハチ目ギ
ングチバチ科 sp.），アリ類（ハチ目アリ科　ウメ
マツオオアリCamponotus vitiosus F. Smith，ト
ビイロケアリLasius japonicus Santschi，トビイ
ロシワアリTetramorium tsushimae Emery）であ
る。このうちアリ類の訪花頻度が圧倒的に多かっ
た。
アリ類では，ウメマツオオアリとトビイロケアリ

の個体数が多かった。トビイロケアリは花粉の付着
が確認できる個体はなかった（Fig. 5A）が，ウメ
マツオオアリは全ての撮影個体に花粉の付着が認
められた（Fig. 5B）。トビイロケアリは体長2.5～
3.5 mm，ウメマツオオアリは体長5～6 mmでト
ビイロケアリの約2倍である（志村　2003）。２種
とも蜜を求めて訪花するのであろうが，トビイロケ
アリは体が小さく脚も短いため，雄しべに体を付着

Fig. 2

Fig. 3

Fig. 4

Fig. 5
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Fig. 2. Seasonal changes in the growth of Lysimachia leucantha in 2013.
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Fig. 4. Seasonal changes in the underground parts of Lysimachia leucantha in 2014. A, B: 25 Jan-
uary, C: 24 June, D: 19 August.

Fig. 3. Changes in number of rosettes (March) and aerial stems (April-September) of Lysimachia leucantha in 
2013. Each value shows the total of nine study plots.
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させることなく花の奥に潜り込める。一方，ウメマ
ツオオアリはもがくようにして花に潜り込み，その
際に雄しべに体の各部が触れて花粉が付着していた
（Fig. 5B）。これらの結果は，トビイロケアリは送
粉者として機能していないが，ウメマツオオアリは
送粉者である可能性を示している。
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Fig. 5. Flower-visiting ants. A: Lasius japonicus, B: Camponotus vitiosus.
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